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１．研究目的 

日本各地で，方言が土産物に印刷されたり，商品の名前に方言が使われたり，また方言でコピ

ーが書かれた観光ポスターやパンフレットが作られたりするのを目にする。このような方言の使

用は，方言本来の地域言語集団における意思伝達という目的外の用法である。つまり「方言の拡

張用法」というべきものである。背景には方言に「経済価値」があるという考え方がある。すな

わち，方言を使うことで土産物の売り上げが伸びたり，観光客が増加したりするということであ

る。これらに関する研究は，言語景観または方言景観として，散見される。本論では，このよう

な方言資源の利用について，方言を多く使う地域ではなく，あえて首都圏で調査をした結果を報

告する。本論でいう首都圏とは，東京都・神奈川県・埼玉県，千葉県の 1 都 3 県とする。 
これまでの言語景観としての研究は，事例の散発的な報告であることが多い。本論は量的な面

からも検討したい。そのため，一律の働きかけとして通信調査を行った。 
 
２．調査の概要 
各市町村の３つの部署「広報課」・「観光課」・「教育委員会」に，さらに「商工会議所」の四ヶ

所に送付した。送付先は首都圏だけで合計で 918 カ所。回答が得られたのは 568 ヶ所になる。回

収率は表に示すとおり，約 60％であった。ちなみに，首都圏と比較するために，山形県・大阪府・

高知県の三県にも同様の調査をした。こちらは合計 437 ヶ所で，回答が得られたのは 219 ヶ所で

あった。 
【表 1】通信調査送付先数        【表２】調査回答回収率 

 
量に対して，質についても首都圏では地方と異なる特徴があると予想される。日高（1996）で

は方言を利用することにより，次のような効果があると述べている。 
第 1 方言により強く地域色を出せる（地域性） 
第 2 地域の個性をアピールできる（独自性） 
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第 3 類似・同類の他商品から区別できる（個性化） 
第 4 他地域の人の関心を引くことができる（意外性） 
第 5 その地域の人々の心情を率直・的確に表現できる（迫真力） 

首都圏の方言利用では，この全ての効果があるとは考えにくいと思われる。いずれにせよ，本論

の特徴は，一律の働きかけに対する数量的な反応を報告するという点にある。 
以下，調査の結果を三つに分けて報告する。 

 

３． 事例数の特徴 

各調査先に尋ねた事例は次のような内容である。 
・広報課 

①市民憲章・標語・スローガン ②広報誌に地元の方言 
③ ポスターや看板 ④包装をつけた特産品や商品⑤標識 

・観光課 
  ①土産物 ②特産品や商品 ③観光客むけポスター・看板 

④ 鉄道の駅や道の駅で商品・パンフレット・看板    
・教育委員会 

① 『市史』に方言の記述があるか ②方言の本（公的）③方言の本（個人）  
⑤ ポスターや看板 ⑤土産物 ⑥特産品や商品 ⑦市民サークル 

・商工会議所  
  ①標語・スローガン・キャッチコピー ②ポスターや看板 ③土産物 
  ④包装をつけた特産品や商品 ⑤ピーアールやコピー 

⑥ 観光促進活動 ⑦地元の消費活動を活性化 
 
この中から，これは教育委員会からの回答された事例数を図１に示す。特産品や土産物に方言

を使用するのは山形県以外で

は非常に少ない。首都圏で目

立つのは，千葉県に「市史」

や「町史」のに方言の記載が

あるところが多い点である。

また，神奈川県で公的に方言

に関する本の作成が多い。そ

の一方で，神奈川県が一番方

言の利用が少ない。つまり，

神奈川県においては，方言は

「かつてあったもの」と意識

され，その記録を残すことに

ついては積極的だが，現在方

【図１】 
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言を活用することには抵抗があると解釈される。 
 

４．使用される方言の特徴 

次に，使用されている具体的な方言の単語とその数量について、グラフ２に示す。 
まず、全体的な報告の事例が，神奈川県が圧倒的に少なく，千葉県と埼玉県に多いです。東京

都の報告も多いが，これは島嶼部などの観光地の報告が多いためである。使用されている語は，

バラティがあまり豊富ではないあ。よく使われることばには，千葉県・埼玉県で意志・推量・勧

誘の意味を表す表現「～べ」「～ぺ」がある。神奈川県では同意を求める表現「～じゃん」がある。

また，千葉県や東京都には一人称の「オラ」もある。ここに資料を挙げていないが，山形県や高

知県などの地方と比べると，首都圏では使用される単語の種類が少ないのが特徴であるといえる。

使う場面も，商品に方言を書き込むようなものはほとんどなく，観光客をターゲットにした「い

らっしゃい」「見てください」「また来てください」などの表現に方言をつかっていることが多い。 
先ほどの図１とあわせて考えるに，神奈川では，現在においてはほとんど方言を使用しないと

認識しているが，「～じゃん」だけは唯一現在使用している方言という自覚があり，これを神奈川

方言と認めているということになる。 
【表３】報告事例で使われている具体的方言 

 

 

５． 意識調査の特徴 

 最後に，方言を様々な場面で使用することに対する意識についての結果をみる。広報課の調査

結果を取り上げる。質問内容は以下のとおりである。 

【図２】 
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１．自治体の活動に、地元方言を取り入れようと考えている。  

２．自治体の活動に、とくに地元方言を取り入れようとは考えていない。 

３．自治体として、地元方言に対する関心を高めていきたいと考えている。 

４．自治体としては、とくに地元方言に対する関心を高めようとは考えていない。 

５．市民活動などで、地元方言に感心を寄せているところがある。 

６．市民活動などで、地元方言に感心を寄せているところはほとんどない。 

７．地元方言に対する感心を高めると、市民活動が活性化する効果があると考えている。 

８．地元方言を対する感心を高めても、市民活動の活性化に効果はないと考えている。 

９．地元方言に対する関心を高めると、市民に連帯感が生まれるのに役立つと思う。 

１０．地元方言に対する関心を高めても、市民に連帯感は生まれないと思う。 

１１．自治体の活動に地元方言を使用すると、あたたかみがある、懐かしい、プラスのイメージがもたらされると

思う。 

１２．自治体の活動に地元方言を使用すると、新鮮なイメージがもたらされると思う。 

１３．自治体の活動に地元方言を使用すると、古い、田舎くさいなど、マイナスのイメージがもたらされると思う 

 
図３は各市町村の広報課の回答結果である。首都圏は全体として，自治体の活動に方言を取り入

れるのに消極的である。しかし，千葉県や埼玉県では，方言を使用すれば暖かみや懐かしさとい

う印象がもたらされる，また市民の間に連帯感が生まれるという，はっきりしたプラスイメージ

に繋がると考えている。これは山形県や高知県と同じである。これに対し，東京都や神奈川県で

はプラスイメージを積極的に感じていない。特に，神奈川県は，わずかな差ですが，方言の利用

効果に否定的な結果がでており，市民の連帯感は生まれない，市民活動の活性化に効果はないと

考えている。 

 

【図３】 
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６．首都圏の方言資源利用のタイプ分け 

以上の結果をまとめる。首都圏は比較他県に比べれば，市民活動や商業活動・観光活動におけ

る方言利用は圧倒的に少ない。冒頭で述べた日高（1996）の方言利用効果の５種類についてそれ

ぞれ考えると次のようになる。 
まず、第 1 の地域性については、市民の連帯感はもたらされると期待されている。 

第 2 の独自性，第 3 の個性化，第 4 の意外性，第 5 の迫真力については，あまり期待されていな

いようである。これは方言語彙のバリエーションが乏しいためかと推測される。つまり，「この方

言を使えば，それぞれの土地を思い起こさせる」という力が首都圏の方言にはあまりないという

ことであろう。迫真性については，そもそも首都圏では実際の日常における方言使用が減ってい

るためと考えられる。 
 首都圏における方言の利用方法については，商品に方言を書き込んだり，商品や土産物の命名

に活用したりする事例はわずかしかない。使われているのはパンフレットやポスターに書かれた

「いらっしゃい」「来てください」「見てください」のような呼びかけ型が多い。呼びかけの対象

者は観光客だけでなく，地元の住民に対するものも含まれるようである。また，地方でよく目立

つ「あおり文句」型の方言使用も首都圏には見られない。「あおり文句」とは，商品の効能や特色

をより詳しく伝えるための，メイン商品名に付属して書かれている言葉や，消費者に向けたメッ

セージのことでである。例えば下の写真のように埼玉県の「うまかんべー」という名前のトマト

には「「うまかんべー」と叫びたくなるかも」という文句が付けられている。 
 さらに，注目すべきは首都圏内でも相違がある点である。首都圏には３タイプあるといえる。 
第１のタイプは「千葉県・埼玉県タイプ」です。この両県では，商業・観光効果(外的アピール）

への期待はそれほど大きくない。しかし，地元の市民の連帯感(すなわち内的アピール）への期待

がある。 
第２のタイプは「神奈川県タイプ」です。神奈川県では，現在の活動として方言を使用する発

想がほとんどないようである。現在は「～じゃん」の他には方言はほとんどないという認識がさ

れているようである。方言は過去にはあったのものとして，方言集などの出版物で記録すること

については積極的である。 
最後の第３のタイプが「東京タイプ」である。島嶼部での方言利用は積極的で地方タイプ。島

嶼部や都心以外の東京都下は「千葉県・埼玉県タイプ」という二つに分かれる。 
この 3 つのタイプは，県単位にみた結果であるが，今後の課題として，県単位ではなく都心か

らの距離という視点から考えてみることも必要そうである。 
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